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【研究テーマ】	 

1. 機能性天然有機化合物の合成に関する研究	 
2. 効率的有機分子構築法の開発に関する研究	 
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B	 国内学会	 
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【研究費取得状況】	 

1.	 特異な神経毒性を有する大環状アルカロイド、スピロライドの合成；文部科学省科学研



究補助金	 基盤研究(C)（代表）平成 21 年度〜23 年度	 

	 

【学会役員等】	 

1.	 第９回次世代を担う有機化学シンポジウム世話人	 

	 

【過去の研究業績総計】	 

原著論文（欧文）	 67 編	 （邦文）	 0 編	 

総説	 	 （欧文）	 1 編	 （邦文）	 4 編	 

著書	 	 （欧文）	 1 編	 （邦文）	 6 編	 

紀要	 	 （欧文）	 0 編	 （邦文）	 0 編	 

特許	 0 件	 

	 


